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１．はじめに

■西日本旅客鉄道（ＪＲ西日本）概要

〇事業内容

・モビリティ業
鉄道キロ数 4,897.5キロ
（新幹線 937.7キロ、在来線 3,959.8キロ）
駅数 1,150駅
車両数 6,412両

・流通業
・不動産業
・旅行・地域ソリューション業

・その他

〇設立 1987年4月1日

〇資本金 226,136百万円

〇営業収益 1,635,023百万円
（2024年3月期連結業績）

〇社員数 44,366人（連結）
24,300人（単体）

〇子会社数 143社
（うち連結子会社61社）

（2024年4月1日現在）



１．はじめに

私たちの志

人、まち、社会のつながりを進化させ、心を動かす。未来を動かす。

ＪＲ西日本グループの価値創造の体系

■ＪＲ西日本グループ中期経営計画
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２．コンセプト

■特急「やくも」列車概要



２．コンセプト

■２７３系新型特急「やくも」車両概要



２．コンセプト

■コンセプト・デザイン検討体制

●お客様や地元に長く愛されるとともに、商品価値を高め、沿線らしさの演出
を考慮した車両デザインの推進

●車両設計上の制約事項等を考慮しつつ、デザインアドバイザーの知見や関係者
の思いを反映する検討体制



２．コンセプト

■デザインワークショップ

●山陰エリア社員、車両部、デザイナーで
山陰らしさやお客様目線でのニーズを
コンセプト・デザインに反映させるべく、
デザインワークショップ（やくも未来会議）
を開催（2021.10～2022.4）

▼思いの引き出し、デザイン方針の議論 ▼コンセプトの絞り込み ▼デザイン案の評価

▼新たな車内設備の模型を用いた検討、議論

※ワークショップ風景



２．コンセプト

エクステリアデザインコンセプト（鉄道賞資料ベース）





２．コンセプト

インテリアデザインコンセプト（鉄道賞資料ベース）



▼沿線では馴染み深い亀、縁起の良い積石亀甲柄

▼明るく温かなグリーン車

グリーン席



▼普通席は新幹線と同じ@1,040mm間隔で配置

▼日本古来から神事でも使われ、飽きの来ない麻の葉模様

▼JR西日本伝統の間接照明を振子車両の小さな車体断面でも実現

▼可動枕とコンセントは標準装備

普通席



▼テーブルランプが温かさを演出

▼フルフラットで様々な過ごし方に対応

▼グリーン車並みの専有面積

▼背もたれの高いセミコンパートメント

▼温かな天然木を使用

セミコンパートメント
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３．編成図

編成図
（指導者講習会等から抽出）

← 岡山方（４号車）

出雲市方（１号車）→

Ｍ’１車にバリアフリー
対応設備を集中して配置

Ｍ’sc車は半室構造とし、
グリーン席とセミコン
パートメントを配置



（改良型ハンドル形電動車いす対応）

※社内関係者のヒアリングの様子

バリアフリーや様々なニーズに対応した車内設備

多機能トイレ

（改良型ハンドル形電動車いす対応）

車椅子スペース

多目的室



（将来の貨物輸送等を想定したスペース）

（グループ向け座席）

セミコンパートメント

ユーティリティスペース

※セミコンパートメント使用イメージ

フリースペース

（お子様連れのお客様等が一息つける場所）

幅広い層のお客様や将来のニーズに対応した車内設備
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４．車体構造

■車体構造

アルミダブルスキン構造

●２枚の板間にトラス状の補強を持つ断面
形状を有する中空押し出し形材を組み合
わせた構体構造

●ＭＩＧ溶接との組み合わせにより、
高精度で歪みが少なく、断熱性・遮音性の
高い車体構造を実現



４．車体構造

●アルミ合金を加工した外板と骨材
を溶接組み立てして製作

●衝撃吸収を採用
衝突時の衝撃を吸収させ、お客様
や乗務員の衝撃を低減

■先頭構造



４．車体構造

■オフセット衝突対策構造

●車端外部切妻にガイド板（ガイドポンツーン）及び、側構体の内側板部の一部
を切欠いたフォールディングスリットを設置

●脱線時に隣接列車の車両内方への侵入を防止



４．車体構造

●振子車両向けの車体断面形状（車体傾斜時に車両限界を支障しない）

●ホームと床面との段差低減

●徹底した低重心化を実施

■車体断面
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■振子装置

５．車両の装置

新開発の振子装置の特徴

１．制御付き自然振子

２．細やかな車体傾斜制御

３．応答性の良い振子
アクチュエーター

４．精度の高い現在位置検出

●新開発の「車上型の制御付き自然振子装置」により、乗り心地を大幅に改善



５．車両の装置

●JR西日本の新世代車両の標準システムである「0.5Mシステム」

→１両完結の各車共通設計により編成形態の自由度を確保、機器故障時の冗長性を向上

●デジタル伝送装置（100Mbpsイーサネット）による車両システムの高機能化

→乗務員支援機能の充実、状態監視をはじめとした検修支援機能の拡充

 Mc M ' M5M ' M ' M ' M M 'cMc M ' M5M ' M ' M ' M M 'cMc M ' M5M ' M ' M ' M M 'cMc M ' M5M ' M ' M ' M M 'cMc M ' M5M ' M ' M ' M M 'c
←岡山 出雲市→

■車両システム

M軸 T軸

■主回路機器

●フルSiCを採用した車両制御装置（VVVF、SIV一体箱）を搭載、環境負荷を軽減

●全閉式三相かご形誘導電動機を採用、メンテナンスを省力化



５．車両の装置

■台車および輪軸

電動（M）台車（駐車ブレーキ付） 付ずい（T）台車（先頭台車）

●制御付き自然振子台車（ボルスタレス）
●ベアリングガイド式振子装置を搭載
●これまでの振子台車に対して、近年の新型車両と同様、保守性の向上を図った台車
●ＪＲ以降の振子台車と同様、小径車輪を採用（車輪径：810㎜）
※381系は一般的な車輪径と同様の860㎜

●基礎ブレーキ装置
M台車：踏面ブレーキ、T台車：踏面ブレーキ＋ディスクブレーキ



特急「やくも」のご案内

■運賃・特急料金（通常期）

（運賃）
（特急料金）

米 子 松 江 玉造温泉 出雲市

岡 山
2,640
2,730

3,410
2,730

3,410
2,730

4,070
2,950

■ＪＲ西日本ネット予約「e5489」

●スマホやパソコンからいつでも予約が可能

●シートマップから好きな座席を選べる

●発車直前まで何度でも予約変更OK

●周遊きっぷ等おトクな切符を発売

●WESTERポイントでおトクに鉄道を利用可能

（2024年9月現在）

※上記は一例ですので、実際の運賃・料金等につきましては、当社ＨＰおよび「ＪＲおでかけネット」等をご参照ください

■特急「やくも」号の運行情報

岡山駅－出雲市駅間 一日１５往復運転（一部列車は運転日注意）
※岡山発：7時台から21時台まで概ね1時間毎、出雲市発：4時台から18時台まで概ね１時間毎



おわりに

273系新型特急「やくも」は、2023年秋
に第一編成が落成して以降、営業運転に
向けて各種の調整を行い、2024年4月に
営業運転を開始、計44両を投入し2024
年6月、定期運用において、381系からの
置換を完了しました。

車両デザインや車内設備、乗り心地向上
が期待される振子制御システム等、JR西
日本グループをはじめ、関係の皆さまと
一体となり、新たな挑戦を経て、273系
を創り上げてきました。

安全性・快適性が向上した273系「やく
も」にぜひご乗車いただき、皆様に山陰
から山陽の沿線の魅力を感じていただけ
ますと幸いです。

本日はご清聴ありがとうございました。
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